









































1. rをvalencyが3以上の距離正則グラフとする。もし， t孟d/2を満たす任意の tに対し.b，=l 
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ならば， rはantipodaldouble coverで、ある。これより特に， antipodal dou ble coverで・ないような距離









は， Brouwer ，Cohen and Neumaierらによって8年前に取り上げられた問題の肯定的解決である。 d主4
のときは，上の 1で述べた定理と距離正則グラフの一般論から比較的容易に証明できるので，実質的には
d=3の場合が問題であるが，巧妙な組み合わせ論的手法と不等式の評価によって.rが完全グラフの
antipodal CQverで、あることを示し，説明を完成させた。なお， d=3のときは，さらに，パラメータにつ
いて強い制限が付くことも示している。
以上のように本論文は，非原始的な距雛正男IJグラフの分類理論り発展に寄与する多くの成果を得ており，
博士(理学〉の学位を授与するに値するものと審査した。
-28ー
